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は
じ
め
に

　
『
源
氏
物
語
』
の
様
々
な
享
受
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
、
物
語
か
ら
和
歌
の
み
を
取
り
出
し
た
「
源
氏
物
語
歌
集
」
（
以
下
、
「
源
氏

集
」
と
呼
称
）
が
あ
る
。
そ
の
形
態
や
内
容
は
多
様
で
あ
り
、
物
語
の
和
歌
を
す
べ
て
抜
き
出
し
た
も
の
ゝ
ほ
か
に
も
、
抄
出
し
た
も
の

や
巻
名
の
元
と
な
っ
た
和
歌
の
み
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
の
み
を
記
す
も
の
か
ら
、
詠
作
場
面
を
詞
書
と
し
て
付
し
、
作

者
名
を
記
す
も
の
も
あ
り
、
こ
の
場
合
も
物
語
本
文
を
ほ
ゞ
そ
の
ま
ゝ
抜
き
出
す
も
の
と
そ
の
要
約
を
記
す
も
の
な
ど
、
多
岐
に
亘
っ
て

い
る

）
1
（

。
稿
者
の
手
元
に
も
幾
種
類
か
の
源
氏
集
切
が
存
す
る
が
、
こ
ゝ
で
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
の

新
出
断
簡
二
葉
に
つ
い
て
紹
介
し
、
検
討
を
試
み
た
い
（
図
版
は
す
べ
て
原
寸
大
）
。
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１
、
伝
後
京
極
良
経
（
藤
原
為
氏
）
筆
小
巻
物
切
（
末
摘
花
）

　

図
版
①
は
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
（
楮
紙
、
一
三･

四
×
二･

一
㎝
）
に
は
、

　
　

二
條
家
為
氏
卿
ゆ
ふ
き
り
の

〔
守
村
（
墨
印
）
〕

と
あ
る
。
裏
書
な
ど
は
な
い
が
、
そ
の
個
性
的
な
筆
跡
か
ら
、
古
筆
分
家
三
代
了
仲
の
極
め
と
知
ら
れ
る
（
了
仲
は
明
暦
二1656

～
元
文

元1736

年
八
月
晦
日
、
八
十
一
歳
。
延
宝
二1674

年
二
月
六
日
に
没
し
た
了
任
の
後
を
継
い
だ
の
で
、
江
戸
中
期
頃
の
極
め
と
な
る
）
。

極
印
右
下
に
鉛
筆
書
き
で
「
源
氏
／
末
摘
花
」
と
の
書
入
が
あ
り
、
筆
跡
や
入
手
ル
ー
ト
か
ら
久
曽
神
昇
氏
に
よ
る
所
為
と
推
測
さ
れ
る
。

　

本
紙
の
料
紙
は
上
質
の
楮
紙
。
緑
青
で
下
草
、
銀
泥
（
薄
墨
）
で
葦
手
文
字
や
岩
模
様
の
下
絵
を
描
く
。
一
〇･

〇
×
九･

七
㎝
（
字

高
八
・
五
㎝
）
で
、
顕
著
な
巻
皺
が
認
め
ら
れ
、
元
は
極
小
型
の
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ツ
レ
は
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻

）
2
（

（
以
下
、
「
古
筆
学
大
成
」
と
略
記
）
所
収
の
「
伝
後
京
極
良
経
筆
源
氏
物
語
和
歌
（
一
）
」
二

葉
の
ほ
か
数
葉
が
知
ら
れ
る
が
、
詳
し
く
は
あ
と
で
纏
め
て
扱
い
た
い
。
本
切
極
札
は
藤
原
為
氏
を
伝
称
筆
者
と
す
る
が
、
書
写
年
代
は
、

「
古
筆
学
大
成
」
解
説
に
「
料
紙
の
装
飾
技
法
・
書
風
か
ら
し
て
、
十
三
世
紀
初
頭
の
書
写
本
」
と
す
る
よ
う
に
、
装
飾
中
の
葦
手
文
字
の

使
用
や
句
の
途
中
で
改
行
す
る
和
歌
の
書
式
、
ま
だ
様
式
化
す
る
以
前
の
後
京
極
流
の
書
風
か
ら
は
、
良
経
の
生
存
期
間
に
重
な
る
鎌
倉

初
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
各
種
名
葉
集
類
の
「
良
経
」
「
為
氏
」
条
に
該
当
す
る
記
述
は
見
い
だ
せ
な
い
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
、
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図
版
①　

伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
源
氏
集
（
末
摘
花
）

図
版
②　

伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
源
氏
集
（
澪
標
）
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図
版
①　

極
札

図
版
②　

裏
面
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ゆ
ふ
き
り
の
は
る
ゝ
け
し
き
も

　
　

ま
た
み
ぬ
に
い
ふ
せ
さ
そ
ふ
る

　
　

よ
ひ
の
あ
め
か
な

　
　

は
れ
ぬ
よ
の
月
ま
つ
さ
と
を
思

　
　

や
れ
を
な
し
こ
ゝ
ろ
に
な
か
め

　
　

せ
す
と
も

　
　

あ
さ
ひ
さ
す
の
き
の
た
る
ひ

　
　

も
と
け
な
か
ら
な
と
てか

つ
ら
ゝ
の

　
　

む
す
ほ
ゝ
る
ら
ん

と
な
る
。
和
歌
三
行
書
の
場
合
、
紙
幅
に
余
裕
が
出
易
い
の
で
、
一
首
目
の
よ
う
に
五
七
・
五
七
・
七
と
書
け
そ
う
で
あ
る
が
、
二
・
三

首
目
は
句
が
行
を
跨
い
で
お
り
、
句
単
位
で
書
写
す
る
意
識
に
乏
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ほ
ど
中
心
線
を
整
え
て
書
写
し
よ
う
と

い
う
意
識
も
感
じ
ら
れ
ず
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
鎌
倉
初
期
頃
ま
で
の
書
写
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
八
行
目
「
な
ど
て
」
の
「
て

（
天
）
」
は
虫
損
箇
所
な
の
で
見
に
く
い
が
、「
か
（
可
）
」
と
傍
書
さ
れ
て
お
り
、
ミ
セ
ケ
チ
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
異
本
注
記
と
し
て
扱
っ

て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
美
麗
な
料
紙
に
の
ち
の
所
有
者
が
校
訂
を
施
す
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
お
そ
ら
く
親
本
に

あ
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ゝ
書
き
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
墨
色
や
筆
致
か
ら
も
、
本
文
と
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
）
。
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書
写
内
容
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
末
摘
花
」
の
巻
か
ら
和
歌
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
（
新
編
国
歌
大
観

）
3
（

番
号
七
五
～
七
七
、
源
氏
物

語
大
成

）
4
（

二
一
六
頁
1
行
・
同
6
行
・
二
二
二
頁
3
行
、
源
氏
物
語
別
本
集
成

）
5
（

文
節
番
号061775

～80

、061813

～22

、062532

～

39

）
、
和
歌
は
所
載
順
に
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
所
載
さ
れ
た
和
歌
を
す
べ
て
収
録
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
も
の
は
、

源
氏
集
・
源
氏
和
歌
集
・
源
氏
物
語
和
歌
な
ど
ゝ
呼
称
さ
れ
る
が
、
物
語
に
直
接
取
材
し
た
歌
集
的
な
も
の
が
先
に
あ
っ
た
の
か
、
梗
概

書
の
よ
う
な
物
語
の
抄
出
を
元
に
和
歌
を
中
心
と
し
た
歌
集
が
作
ら
れ
た
の
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る

）
6
（

。
た
ゞ
し
、
本
切
の

よ
う
な
純
粋
に
和
歌
の
み
を
取
材
す
る
形
式
の
も
の
は
、
お
そ
ら
く
直
接
物
語
そ
の
も
の
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
和
歌
本
文
の
み
で
形
成
さ
れ
る
源
氏
集
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
林
下
集
』

三
六
三
詞
書
に
「
源
氏
集
を
皇
大
后
大
夫
俊
成
卿
に
か
り
て
」
と
見
え
る
「
源
氏
集
」
や
『
明
月
記
』
承
元
元1207

年
五
月
二
日
・
四
日

に
見
え
る
「
源
氏
集
一
帖
」
「
源
氏
集
下
帖
」
な
ど
は
お
そ
ら
く
は
冊
子
本
で
あ
り

）
7
（

、
本
切
か
ら
推
測
さ
れ
る
巻
子
本
形
態
の
も
の
と
は
別

種
で
、
詞
書
・
作
者
名
な
ど
を
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
梗
概
本
」
と
分
類
さ
れ
る
一
群
の
古

筆
切
が
知
ら
れ
る
が
、
「
古
筆
学
大
成
」
所
収
の
図

332
～

341
・

343
・

345
～

346
と
い
っ
た
書
写
年
代
の
古
い
と
さ
れ
る
も
の
は
物
語
本
文
を
和

歌
よ
り
下
げ
て
書
く
形
式
を
採
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
物
語
本
文
よ
り
も
和
歌
を
中
心
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
の
で
、
「
源

氏
集
」
の
範
疇
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う

）
8
（

。
『
林
下
集
』
や
『
明
月
記
』
に
い
う
「
源
氏
集
」
は
年
代
的
に
は
こ
れ
ら
の
古
筆
切
の
書
写

年
代
に
一
致
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
も
の
を
「
源
氏
集
」
と
呼
称
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
は
、
こ
れ
ら
の
詞
書
を
と
も
な
っ
た
一
連
の
古
筆
切
群
を
除
け
ば
、
和
歌
の
み
を
採
っ
た
源
氏
集
の

現
存
最
古
の
遺
品
と
言
え
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
装
飾
料
紙
を
用
い
た
瀟
洒
な
巻
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
享
受
対
象
が
高
貴
の

女
性
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
鎌
倉
中
期
以
後
、
室
町
期
に
は
多
く
作
成
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』
を
散
ら
し
書
き
し
た
手
本
様
の
大

振
り
の
巻
子
本
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
は
調
度
品
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
縦
一
〇
㎝
ほ
ど
の
小
巻
物
と
い
う
サ
イ
ズ
感
は
、
実
際
に
手
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に
取
っ
て
鑑
賞
す
る
た
め
の
用
途
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
せ
る
。

　

本
切
の
一
首
目
は
源
氏
の
歌
で
、
末
摘
花
と
の
初
め
て
逢
瀬
の
あ
と
、
自
邸
の
二
条
院
に
帰
り
、
後
朝
の
文
を
夕
方
に
な
っ
て
よ
う
や

く
書
い
て
届
け
た
中
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
末
摘
花
の
つ
れ
な
さ
を
嘆
く
よ
う
な
歌
で
あ
る
が
、
早
朝
に
届
け
る
べ
き
後
朝
の
文
を
夕
方
に

な
る
ま
で
失
念
し
て
お
り
、
源
氏
は
和
歌
に
添
え
て
、
「
雲
間
待
ち
出
で
む
ほ
ど
、
い
か
に
心
も
と
な
う
（
貴
女
が
打
ち
解
け
て
下
さ
る
の

を
待
つ
間
、
ど
ん
な
に
不
安
で
あ
る
こ
と
か
）
」
と
す
ぐ
に
訪
れ
な
い
言
い
訳
を
し
て
、
末
摘
花
の
周
囲
の
女
房
た
ち
の
悲
嘆
を
誘
う
が
、

当
の
末
摘
花
は
、
昨
夜
の
初
め
て
の
出
来
事
に
混
乱
し
て
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
女
房
た
ち
に
急
か
さ
れ
て
末
摘
花
が
よ
う
や
く
書
い

た
返
事
が
二
首
目
で
、
中
々
訪
れ
て
く
れ
な
い
源
氏
の
つ
れ
な
さ
を
嘆
い
て
い
る
が
、
源
氏
は
結
局
は
来
訪
を
怠
っ
て
し
ま
う
。
三
首
目

は
、
八
月
二
十
余
日
の
逢
瀬
以
来
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
末
摘
花
の
も
と
を
訪
れ
な
い
源
氏
を
仲
介
し
た
命
婦
が
責
め
る
な
ど
し
て
、
よ

う
や
く
冬
の
雪
の
夜
に
再
訪
し
、
故
常
陸
の
宮
邸
の
貧
し
い
様
子
に
気
づ
い
た
り
し
た
も
の
ゝ
、
翌
朝
雪
明
か
り
で
末
摘
花
の
容
貌
を
見

て
失
望
し
つ
ゝ
詠
ん
だ
歌
で
、
打
ち
解
け
な
い
様
子
の
末
摘
花
を
詰
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
本
心
か
ら
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

本
切
を
底
本
と
し
て
諸
本
と
の
異
同
を
確
認
す
る
が
、
漢
字
・
仮
名
・
音
便
の
違
い
や
詠
者
の
注
記
の
有
無
等
は
原
則
と
し
て
取
ら
ず
、

本
切
と
校
合
本
に
一
本
で
も
異
同
の
あ
る
箇
所
の
み
を
対
象
と
し
て
掲
げ
る
（
冒
頭
の
算
用
数
字
は
新
編
国
歌
大
観
番
号
、
丸
付
き
数
字

は
第
何
句
目
、
横
書
き
の
算
用
数
字
は
別
本
集
成
文
節
番
号
〔
巻
別
番
号
は
省
略
〕
、
底
本
本
文
上
の
※
は
当
該
部
分
を
異
同
と
は
見
做
さ

な
い
こ
と
を
示
す
。
校
異
記
号
は
「
別
本
集
成
続
」
に
準
じ
た
が
、
元
本
文
の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
易
い
よ
う
に
傍
書
の
形
を
採
り
、
処

理
し
切
れ
な
い
情
報
は
「
→
」
と
し
て
当
該
伝
本
略
号
下
に
記
し
た

）
9
（

）
。

　

75
④1780  

※
い
ふ
せ
さ
（
良
古
陽
御
角
阿
尾
池
国
肖
善
日
伏
穂
保
前
高
天
中
〔
平
大
鳳
横
〕
飯
三
米
正
冷
）
―
い
ふ
せ
き＄

さ

（
七
）
・
い

ふ
せ
を＄

さ
（
岩
）
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75
④1781 

そ
ふ
る
（
良
古
陽
角
阿
尾
池
国
肖
善
日
伏
穂
保
前
高
天
中
〔
七
平
大
鳳
岩
横
〕
飯
三
米
正
）
―
ま
さ
る
（
御
冷
）

　

76
①1813  

～4

は
れ
ぬ
よ
の
（
良
古
陽
御
尾
池
善
日
高
三
）
・
は
れ
ぬ
夜
の
（
阿
国
伏
穂
保
天
飯
米
正
）
・
晴
ぬ
よ
の
（
肖
前
）
―
は
れ

ぬ
ま
の
（
冷
）

　

76
⑤1821  
※
な
か
め
（
良
古
陽
御
角
阿
尾
池
国
肖
善
日
伏
穂
保
高
〔
七
平
大
鳳
岩
横
〕
飯
三
米
正
冷
）
・
詠
（
天
）
―
な
か
め
（
前
→

〈
行
間
〉
「
つ
き
み
は
と
ち
き
り
て
い
て
し
」
）

　

76
⑤1822 

※
せ
す
と
も
（
良
古
陽
御
角
阿
尾
池
国
肖
善
日
伏
穂
保
前
高
天
中
〔
七
平
大
鳳
岩
横
〕
飯
米
正
冷
）
―
せ
す
と
ん
（
三
）

　

77
②2535  

た
る
ひ
も
（
良
角
阿
尾
善
高
天
中
〔
七
平
大
鳳
岩
〕
冷
）
―
た
る
ひ
は
（
古
御
池
国
肖
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
飯
三
米
正
）
・

つ＄

た

る

ひ

ら
ゝ
も
（
陽
）

　

77
③2536 

※
と
け
な
か
ら
（
良
古
陽
御
角
阿
尾
池
国
肖
善
日
伏
穂
保
前
高
中
〔
七
平
大
鳳
岩
横
〕
飯
三
米
正
冷
）
―
と
け
ぬ＄

な
か
られ

（
天
）

　

77
④2537 

な
と
てか

―
な
と
て
（
良
陽
角
阿
善
冷
）
・
な
と
か
（
古
御
尾
池
国
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
中
〔
七
平
大
鳳
岩
横
〕
飯
三
米
正
）

　

77
⑤2539  

む
す
ほ
ゝ
る
（
良
古
陽
角
阿
尾
池
国
肖
善
日
伏
穂
保
前
高
天
中
〔
平
大
鳳
岩
横
〕
飯
三
米
正
冷
）
―
む
す
ほ
を
る
（
御
）
・

む
す
ほ
る
（
七
）

　

対
象
は
和
歌
本
文
の
異
同
の
み
で
あ
る
が
、
有
意
の
＝
対
立
す
る
異
同
と
し
て
は
77
②
「
た
る
ひ
も
」
―
「
た
る
ひ
は
」
、
77
④
「
な
と

て
」
―
「
な
と
か
」
の
二
箇
所
が
上
げ
ら
れ
る
。
と
も
に
定
家
本
系
統
と
は
一
致
せ
ず
、
前
者
は
河
内
本
系
統
の
主
要
伝
本
に
加
え
て
阿

里
莫
本
・
善
本
叢
書
本
（
伝
冷
泉
為
相
本
）
及
び
別
本
で
あ
る
角
屋
本
・
陽
明
文
庫
本
修
正
本
文
に
一
致
す
る
（
阿
里
莫
本
「
末
摘
花
」

は
河
内
本

）
10
（

、
善
本
叢
書
本
は
池
田
本
・
肖
柏
本
・
日
大
三
条
西
家
本
に
近
い
定
家
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る

）
11
（

）
。
後
者
の
本
文
「
な
と
て
」
は

陽
明
家
本
・
角
屋
本
・
冷
泉
家
本
源
氏
和
歌
集
に
加
え
て
、
や
は
り
阿
里
莫
本
・
善
本
叢
書
本
に
一
致
す
る
（
異
本
注
記
本
文
は
そ
の
他
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の
諸
本
に
一
致
）
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
本
切
の
本
文
は
陽
明
文
庫
本
・
角
屋
本
・
阿
里
莫
本
・
善
本
叢
書
本
に
ほ
ゞ
一
致
す
る
が
、

阿
里
莫
本
・
善
本
叢
書
本
は
各
々
河
内
本
・
定
家
本
諸
本
か
ら
は
み
出
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
陽
明
文
庫
本
・
角
屋
本

と
の
一
致
か
ら
は
、
本
切
の
元
と
な
っ
た
本
文
も
別
本
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
抑
も
本
切
の
推
定
書
写
年
代
は
定
家
本

や
河
内
本
の
成
立
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
系
統
の
本
文
と
の
一
致
や
不
一
致
を
系
統
判
別
と
い
う
視
点
で
見

る
こ
と
は
、
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
ゝ
は
思
わ
れ
な
い
。
た
ゞ
し
、
陽
明
文
庫
本
や
角
屋
本
と
い
っ
た
古
本
系
別
本

）
12
（

と
の
一
致
は
重
要

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
瀟
洒
な
調
度
品
を
作
成
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
的
＝
経
済
的
に
豊
か
な
貴
人
層
に
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ

『
源
氏
物
語
』
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
遺
品
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
本
切
の
異
同
と
は
直
接
に
結
び
つ
か
な
い
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
源
氏
和
歌
集
』
が
有
す
る
異
同
（
75
④
「
ま
さ
る
」
・

76
①
「
は
れ
ぬ
ま
の
」
）
は
興
味
深
い
。
後
者
は
単
純
な
誤
写
（
「
よ
（
与
）
」
│
「
ま
（
万
）
」
）
の
可
能
性
が
高
い
が
、
前
者
は
古
本
系
別

本
で
あ
る
御
物
本
と
の
み
一
致
す
る
。
こ
れ
は
『
物
語
二
百
番
歌
合
』
作
成
時
に
「
御
物
本
の
類
の
『
源
氏
物
語
』
か
ら
作
成
さ
れ
た
源

氏
物
語
歌
集
を
定
家
は
利
用
し
た

）
13
（

」
と
す
る
推
測
に
一
定
の
裏
付
け
を
与
え
る
例
で
は
あ
る
が
、
同
詠
は
歌
合
に
は
撰
歌
さ
れ
て
い
な
い
。

同
じ
く
古
本
系
別
本
を
撰
歌
源
と
し
な
が
ら
も
、
本
切
と
は
別
系
統
の
「
源
氏
集
」
が
編
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
左
証
と
は
な
ろ
う
。

　

本
切
は
、
伝
花
山
院
師
賢
筆
松
尾
切
や
伝
二
条
為
重
筆
源
氏
物
語
和
歌
切
な
ど
の
よ
う
に
和
歌
の
詠
作
状
況
を
示
す
詞
書
的
な
文
言
を

と
も
な
わ
ず
、
和
歌
本
文
の
み
を
記
し
て
い
る
。
享
受
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
切
の
よ
う
な
形
の
方
が
享
受
者
が
歌
集
の
元
と
な
っ

た
『
源
氏
物
語
』
に
よ
り
一
層
通
暁
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
平
安
末
期
頃

に
は
始
ま
っ
て
い
た
注
釈
的
享
受
の
世
界
と
は
ま
っ
た
く
別
の
、
物
語
そ
の
も
の
ゝ
記
憶
＝
理
解
に
基
づ
く
享
受
の
一
様
相
を
示
し
て
い

る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
瀟
洒
な
小
巻
物
と
い
う
形
態
も
、
そ
の
よ
う
な
享
受
者
層
の
求
め
に
応
じ
た
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
あ
っ

た
の
だ
と
想
像
さ
れ
る
。
物
語
の
世
界
に
憧
れ
る
ま
だ
年
若
い
姫
君
が
、
こ
れ
を
手
し
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る

）
14
（

。
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２
、
伝
後
京
極
良
経
（
藤
原
為
氏
）
筆
小
巻
物
切
（
澪
標
）

　

図
版
②
は
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
は
付
属
せ
ず
、
切
裏
に
右
下
に
「
数
十
四
内
」
と
本
紙
の
上
下
と
は
逆
向
き
に
墨
書
が
あ
り
、
左
中

央
に
「
飛
田
」
の
陽
刻
墨
印
、
右
上
に
「
爲
氏
／
源
氏
物
語
／
澪
標
」
と
鉛
筆
書
入
が
あ
る
（
入
手
経
路
か
ら
図
版
①
と
同
じ
く
久
曽
神

昇
氏
の
書
入
と
推
定
さ
れ
る
）
。
「
数
十
四
内
」
は
、
十
四
枚
の
内
の
一
枚
の
謂
で
あ
り
、
「
数
～
内
」
は
同
種
の
断
簡
の
枚
数
を
示
す
こ
と

が
多
い
の
で
、
鑑
定
者
＝
売
買
者
の
手
元
に
は
十
四
枚
の
小
巻
物
切
が
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
紙
の
料
紙
は
上
質
の
楮
紙
で
、
上
部
に
は
薄
藍
で
雲
や
山
並
み
、
中
央
か
ら
下
部
に
か
け
て
は
同
じ
く
薄
藍
で
水
辺
や
生
い
茂
る
草

花
の
下
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
八
・
〇
×
七
・
八
㎝
（
字
高
七
・
五
㎝
）
と
極
め
て
小
さ
く
（
ツ
レ
を
勘
案
す
る
と
、
上
下
を
一
㎝
ず
つ

ほ
ど
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
）
、
和
歌
一
首
を
三
組
に
分
け
て
（
三
行
書
に
準
じ
て
）
、
十
二
行
ほ
ど
に
散
ら
し
書
き
す
る
。

巻
皺
が
認
め
ら
れ
、
元
は
極
小
型
の
巻
子
本
と
推
測
さ
れ
る
（
ツ
レ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
小
色
紙
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）
。
書
写
年

代
は
、
そ
の
下
絵
の
様
式
や
筆
致
か
ら
、
や
は
り
鎌
倉
初
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
図
版
①
と
そ
の
ツ
レ
に
は
、
和
歌
を
散
ら
し
書
き
し
た

も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
筆
跡
や
下
絵
の
特
徴
、
書
写
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
切
も
そ
の
ツ
レ
と
認
定
し
て
よ
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
ゞ
し
、
本
切
の
み
が
下
絵
の
顔
料
と
し
て
薄
藍
を
用
い
て
い
る
点
は
顧
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
無
理
に
ツ
レ
と
認
定
す

る
こ
と
は
差
し
控
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
古
筆
学
大
成
図

372
は
本
切
と
同
じ
草
花
を
描
い
て
お
り
、
元
図
版
が
雑
誌
掲
載
の
モ
ノ

ク
ロ
写
真
で
、
切
自
体
も
所
在
不
明
の
た
め
、
正
確
な
顔
料
の
確
認
は
で
き
な
い
も
の
ゝ
、
他
の
図
版
の
葦
草
模
様
と
は
明
ら
か
に
違
う

色
合
い
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
（
銀
泥
や
薄
墨
で
は
な
く
、
丁
子
や
緑
青
と
さ
れ
る
も
の
よ
り
は
淡
い
色
調
）
で
あ
り
、
本
切
と
同
様
に
薄

藍
が
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
「
澪
標
」
を
書
写
内
容
と
す
る
切
な
ど
の
発
見
を
俟
っ
て
、
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改
め
て
考
え
た
い
）
。
無
論
、
別
種
の
同
じ
く
極
小
型
の
散
ら
し
書
き
に
よ
る
巻
子
本
の
断
簡
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
同
時
代

に
同
一
内
容
の
別
形
態
＝
和
歌
三
行
書
の
小
巻
物
が
存
在
し
、
か
つ
江
戸
期
に
少
な
く
と
も
十
四
枚
の
ツ
レ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
に
も

か
ゝ
わ
ら
ず
、
散
ら
し
書
き
型
の
ツ
レ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
架
蔵
二
葉
の
入
手
経
路
が
同
一
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
、

本
稿
で
は
一
応
、
同
一
本
の
断
簡
＝
ツ
レ
と
し
て
論
述
し
て
お
く
が
、
今
後
、
別
種
の
断
簡
と
認
定
で
き
る
資
料
（
同
一
箇
所
の
断
簡
な

ど
）
が
確
認
さ
れ
ゝ
ば
、
ツ
レ
と
い
う
認
定
を
撤
回
す
る
に
ま
っ
た
く
吝
か
で
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
事
態
＝
結
論
に
な
っ
て
も
、
本

切
自
体
の
資
料
的
意
義
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
（
伝
称
筆
者
名
と
し
て
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
は
「
後
京
極
良
経
」
が
ふ
さ
わ

し
い
が
、
別
種
の
も
の
と
す
れ
ば
「
伝
藤
原
為
氏
筆
」
と
す
べ
き
で
あ
り
、
形
態
も
「
小
色
紙
」
と
な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
）
。

　

本
紙
を
散
ら
し
書
き
の
ま
ゝ
翻
刻
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
な
ら
て

　
　

身
を　
　
　
　
　
　
　

な
に

　
　
　

つ
く
し　
　
　
　
　
　

わ
の

　
　
　
　
　

戀
ふ
る　
　
　
　

事
も

　
　
　
　
　
　

し
る
し　
　

か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

な
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
に

　
　
　

こ
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

身
を

　
　
　
　

ま
て
も　
　
　
　

つ
く
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め
く
り　
　
　
　
　

し

　
　
　
　
　

あ
い　
　
　
　
　

お
も
い

　
　
　
　
　
　

ぬ
る　
　
　
　
　

そ
め

　
　
　
　
　

え
に
は　
　
　
　
　
　

け
ん

　
　
　
　
　
　

ふ
か

　
　
　
　
　
　

し
な

と
な
る
が
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
二
首
を
分
け
て
散
ら
し
書
き
の
各
グ
ル
ー
プ
を
一
行
書
き
し
、
改
行
箇
所
に
は
「
／
」
を
付
し
て
示
し

て
お
く
と
、

　
　

身
を
／
つ
く
し
／
戀
ふ
る
／
し
る
し
／
に

　
　
　
　
　

こ
ゝ
／
ま
て
も
／
め
く
り
／
あ
い
／
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
に
は
／
ふ
か
／
し
な

　
　

か
す
な
ら
て
／
な
に
／
わ
の
／
事
も

　
　
　
　
　
　
　
　

か
い
な
き
に
／
な
に
／
身
を

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
／
し
／
お
も
い
／
そ
め
／
け
ん
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と
な
る
（
形
は
異
な
る
も
の
ゝ
、
こ
れ
も
和
歌
三
行
書
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
翻
刻
文
中
の
「
い
」
は
、
図
版
①
の
「
ひ
（
比
）
」
や

ツ
レ
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
に
別
字
で
あ
り
、
「
い
（
以
）
」
と
読
む
べ
き
字
形
と
判
断
し
た
が
、
散
ら
し
書
き
の
際
の
癖
字
（
「
て
（
天
）
」

「
く
（
久
）
」
な
ど
も
相
当
な
癖
字
で
あ
る
）
と
見
て
、
す
べ
て
を
「
ひ
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
（
校
異
時
に
は
、
他
の
仮
名
遣

い
の
違
い
と
同
様
に
異
同
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
）
。

　

書
写
内
容
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
澪
標
」
で
（
大
観
二
六
〇
～
二
六
一
、
大
成
五
〇
二
12
・
五
〇
三
2
、
別
本
集
成112431

～39

・

112457

～64

）
、
明
石
の
君
が
住
吉
に
詣
で
よ
う
と
し
て
社
近
く
ま
で
舟
で
通
り
か
ゝ
る
と
、
折
し
も
浜
辺
に
は
源
氏
の
君
が
参
詣
に
来

て
お
り
、
そ
の
威
儀
に
気
圧
さ
れ
て
難
波
に
舟
を
返
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
惟
光
の
知
ら
せ
に
よ
っ
て
源
氏
の
君
が
詠
ん
だ
の

が
第
一
首
で
、
源
氏
は
こ
の
偶
然
の
邂
逅
に
明
石
の
君
を
思
う
自
分
の
気
持
ち
と
二
人
の
縁
の
深
さ
を
強
調
す
る
が
、
明
石
の
君
の
返
歌

は
、
源
氏
と
の
子
（
明
石
の
姫
君
）
を
出
産
し
た
ば
か
り
な
の
に
、
そ
の
身
分
の
違
い
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ど
う
し
よ
う
も
な
い

哀
し
み
を
詠
ん
で
い
る
。

　

本
切
を
底
本
と
し
て
、
図
版
①
と
同
様
の
方
針
で
異
同
を
記
し
て
お
く
。

　

260
④2436  

め
く
り
あ
ひ
ぬ
る
（
良
）
―
め
く
り
あ
ひ
け
る
（
古
陽
麦
阿
東
尾
池
国
御
肖
静
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
大
兼
岩
明
〕
飯
三

米
正
）
・
め
く
り
あ
ひ
ぬ＄

け

るる
（
横
）

　

261
①2457  

か
す
な
ら
て
（
良
古
陽
麦
阿
東
尾
池
国
御
静
鶴
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
大
兼
岩
横
〕
飯
正
）
・
数
な
ら
て
（
肖
三
米
）
―
か
す

な
ら
ぬ
（
天
）
・
か
す
な
ら
ぬて

（
明
）

　

261
④2461

な
に
（
良
陽
）
―
な
と
（
麦
阿
東
尾
古
陽
麦
阿
東
尾
池
国
御
肖
静
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
大
兼
岩
横
明
〕
飯
三
米
正
）
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本
切
の
本
文
で
有
意
の
＝
対
立
す
る
異
同
を
有
す
る
の
は

260
④
「
め
く
り
あ
ひ
ぬ
る
」
―
「
め
く
り
あ
ひ
け
る
」
と

261
④
「
な
に
」
―

「
な
と
」
の
二
箇
所
で
あ
る
。
「
け
る
」
は
偶
然
の
邂
逅
へ
の
驚
き
の
心
情
を
表
す
詠
歎
と
し
て
機
能
す
る
の
に
対
し
て
、
「
ぬ
る
」
は
意
図

せ
ぬ
邂
逅
そ
の
も
の
を
偶
然
的
＝
運
命
的
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
、
あ
と
の
「
江
＝
縁
」
の
深
さ
へ
と
な
だ
ら

か
に
繋
が
っ
て
行
く
が
、
「
ま
で
も
」
「
に
は
」
「
な
」
と
い
っ
た
強
調
語
法
と
の
調
和
と
い
う
点
で
は
、
「
け
る
」
と
あ
る
方
が
わ
か
り
や

す
い
。
「
な
に
」
「
な
ど
」
は
ど
ち
ら
も
「
な
に
ゆ
え
・
ど
う
し
て
」
で
あ
ろ
う
が
、
「
な
に
」
は
上
句
の
「
な
に
は
の
こ
と
」
と
響
き
合
い
、

「
な
ど
」
は
「
身
を
つ
く
し
」
て
思
う
と
い
う
後
段
の
思
い
の
強
さ
を
強
調
す
る
（
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
全
身
全
霊
で
」
と
い
っ
た
）
表

現
で
は
あ
ろ
う
。
前
者
は
横
山
本
の
訂
正
前
本
文
が
一
致
す
る
の
み
で
、
後
者
も
陽
明
文
庫
本
が
一
致
す
る
本
文
を
持
つ
の
み
と
い
う
、

極
め
て
僅
少
な
異
同
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
書
写
年
代
の
観
点
か
ら
は
定
家
本
・
河
内
本
系
統
と
の
比
較
は
意

味
を
な
さ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
陽
明
文
庫
本
の
よ
う
な
古
本
系
別
本
と
一
致
す
る
本
文
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
本
文
を
有
す
る

『
源
氏
物
語
』
が
堂
上
貴
顕
の
あ
い
だ
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
の
証
し
と
は
な
ろ
う
。

　

な
お
、
本
切
が
ほ
か
の
ツ
レ
と
違
っ
て
散
ら
し
書
き
と
い
う
形
態
を
と
る
理
由
と
し
て
は
、
本
切
収
載
歌
が
巻
名
の
由
来
と
な
っ
た
和

歌
で
あ
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
か
に
同
様
の
散
ら
し
書
き
と
す
る
ツ
レ
を
見
い
だ
し
た
上
で
判
断
す
る
こ
と
ゝ
し
た

い
（
一
応
巻
皺
は
認
め
ら
れ
る
も
の
ゝ
、
巻
名
の
由
来
と
な
っ
た
和
歌
の
み
を
抜
き
書
き
し
、
屏
風
等
に
貼
る
た
め
の
小
色
紙
で
あ
っ
た

可
能
性
も
現
段
階
で
は
否
定
で
き
ず
、
そ
の
場
合
は
ま
っ
た
く
別
種
の
「
源
氏
集
」
の
断
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。

　
　
　
　
　

３
、
伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
の
ツ
レ
の
検
討

　

架
蔵
の
二
葉
を
除
き
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
源
氏
集
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ツ
レ
は
五
葉
知
ら
れ
る

）
15
（

が
、
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こ
れ
に
つ
い
て
通
覧
し
て
お
く
（
巻
別
番
号
の
早
い
順
に
掲
げ
る
）
。

　

⑴ 

浄
照
坊
蔵
古
筆
切
集

）
16
（

一
〇
〇
「
伝
六
条
有
家
卿
筆
源
氏
物
語
歌
抜
書
抄
」
・
明
石
〔
大
観
二
二
五
～
二
二
七
、
大
成
四
五
九
7
・
同

11
・
四
六
〇
3
、
別
本
集
成132480

～86

・2510

～18

・2564

～73

〕
（
鑑
定
者
不
明
、
斐
紙
薄
墨
水
辺
草
花
下
絵
、
九
・
六

×
九
・
一
㎝
、
三
首
九
行
、
室
町
時
代
）

　

⑵ 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
「
源
氏
集

）
17
（

」
・
玉
鬘
〔
巻
名
・
大
観
三
三
八
～
三
四
二
、
大
成
七
二
一
3
～
4
・
七
二
六
10
・
同
14
・
七
二
八

7
、
別
本
集
成220249
～64

・0937

～45

・0971

～79

・1152

～59

〕
（
無
鑑
定
、
楮
紙
打
紙
銀
泥
水
辺
下
絵
、
一
〇
・
一

×
一
七
・
八
㎝
、
巻
頭
「
第
十
七
／
た
ま
か
つ
ら
」
以
下
五
首
十
七
行
、
鎌
倉
初
期
）

　

⑶ 

山
口
県
西
円
寺
蔵
古
筆
手
鑑
所
収
「
冷
泉
為
相
」
・
藤
袴
〔
大
観
四
〇
三
、
大
成
九
二
九
3
、
別
本
集
成301426

～33

〕
（
二
代
畠

山
牛
庵
極
札
、
寸
法
不
記
載
、
丁
子
染
水
辺
葦
叢
・
文
字
石
様
下
絵
、
一
首
三
行
、
十
三
世
紀
初
頭
）
→
古
筆
学
大
成
図

371

　

⑷ 

田
中
登
氏
蔵
「
後
京
極
良
経
小
巻
物
切
（
源
氏
集

）
18
（

）
」
・
真
木
柱
〔
大
観
四
一
七
～
四
二
一
、
大
成
九
六
〇
5
・
同
9
・
九
六
二
1
・

同
5
・
九
六
四
1
、
別
本
集
成313177

～83
・3204

～10

・3369

～77

・3405

～12

・3615

～21

〕
（
鑑
定
者
不
記
載
、

緑
青
水
辺
葦
景
下
絵
、
九
・
九
×
一
五
・
一
㎝
、
五
首
一
五
行
、
鎌
倉
初
～
中
期
）

　

⑸ 

『
布
留
鏡
』
第
三
巻
第
四
号
所
収
「
後
京
極
良
経
」
・
梅
枝
〔
大
観
四
三
三
～
四
三
五
、
大
成
九
八
一
4
・
同
6
・
同
9
、
別
本
集
成

320764

～71

・0776

～82

・0805

～12

〕
（
鑑
定
者
・
寸
法
不
記
載
、
丁
子
染
水
辺
葦
叢
・
文
字
石
様
下
絵
、
三
首
九
行
、
十

三
世
紀
初
頭
）
→
古
筆
学
大
成
図

372

　

架
蔵
切
も
含
め
る
と
、
伝
称
筆
者
が
「
六
条
有
家
」
「
冷
泉
為
相
」
「
後
京
極
良
経
」
「
二
条
為
氏
」
と
四
様
に
分
か
れ
る
が
、
各
種
名
葉



16

集
類
の
「
有
家
」
「
為
相
」
条
に
も
当
該
切
の
記
述
は
確
認
さ
れ
な
い
。
極
札
の
情
報
を
有
す
る
の
は
、
架
蔵
「
末
摘
花
」
切
と
⑶
西
円
寺

手
鑑
所
収
「
藤
袴
」
切
の
み
で
あ
り
、
鑑
定
者
に
よ
る
違
い
を
明
確
化
す
る
に
は
デ
ー
タ
不
足
で
あ
る
。
推
定
書
写
年
代
は
、
⑴
が
「
室

町
時
代
」
と
す
る
ほ
か
は
「
十
三
世
紀
初
頭
」
＝
「
鎌
倉
初
期
」
と
見
て
お
り
、
そ
の
料
紙
や
装
飾
技
法
（
殊
に
葦
手
文
字
の
使
用
）
、
書

風
、
和
歌
の
書
式
な
ど
か
ら
も
、
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
伝
良
経
筆
小
巻
物
切
が
冷
泉
家
に
伝
存
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
当
該
切
を
冷
泉
家
が
購
入
す
る
な
ど
ゝ
い
っ
た
こ
と

は
考
え
に
く
ゝ
、
ほ
か
の
切
が
冷
泉
家
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
冷
泉
家
の
も
の
に
は
当
然
な
が
ら
極
札
な
ど
は

付
随
し
な
い
が
、
架
蔵
の
分
家
三
代
了
仲
と
⑶
の
二
代
牛
庵
（
寛
永
二1625

～
元
禄
六1693

年
四
月
二
十
七
日
、
六
十
九
歳
）
の
極
札

の
存
在
か
ら
、
江
戸
前
期
の
終
わ
り
頃
に
は
分
割
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
架
蔵
「
澪
標
」
切
の
裏
書
か
ら
は
、
あ
る
程
度

纏
ま
っ
た
枚
数
が
い
ち
ど
き
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
）
。
ま
た
、
ツ
レ
の
縦
寸
の
最
大
は
⑵
冷
泉
家
切
の
一
〇
・
一
㎝
で
、

冷
泉
家
側
に
こ
れ
を
切
り
詰
め
る
理
由
も
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
こ
れ
が
原
寸
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

収
録
歌
の
状
態
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
源
氏
集
は
、
元
と
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
す
べ
て
の
和
歌

を
掲
載
順
に
抜
き
書
き
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
異
本
歌
や
欠
脱
歌
が
な
け
れ
ば
七
九
五
首
が
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

寸
法
の
分
か
っ
て
い
る
も
の
ゝ
一
首
平
均
は
幅
約
三
・
〇
八
㎝
で
、
和
歌
だ
け
に
要
す
る
分
量
は
、
三
・
〇
八
×
七
九
五
＝
二
四
四
八
・

六
㎝
。
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
寸
法
一
七
・
八
㎝
か
ら
五
首
分
一
五
・
四
㎝
を
引
い
た
二
・
四
㎝
が
題
目
（
巻
名
）
＝
二
行
分
に
充
て
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
五
十
四
帖
巻
名
＋
作
品
名
（
こ
れ
も
余
白
等
を
見
て
二
行
分
と
換
算
す
る
）
で
二
・
四
×
五
五
＝
一
三
二
㎝
と
な
り
、
全
体

と
し
て
は
約
二
五
・
八
ｍ
と
い
う
長
大
な
も
の
と
な
る
。
小
巻
物
と
い
う
形
状
を
勘
案
す
る
と
、
ひ
と
巻
を
そ
れ
ほ
ど
長
大
な
も
の
に
す

る
と
は
考
え
に
く
ゝ
、
か
な
り
の
数
に
分
割
す
る
必
要
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
（
仮
に
一
巻
三
・
二
ｍ
〔
実
際
に
は
そ
の
半
分
程
度
か
〕

と
す
る
と
、
大
体
八
巻
程
に
な
り
、
こ
の
あ
た
り
が
現
実
的
に
可
能
な
最
小
限
の
数
字
と
思
わ
れ
る
）
。
各
巻
に
美
麗
な
表
紙
を
付
し
て
、
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箱
や
櫃
に
納
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
各
断
簡
を
底
本
と
し
て
、
諸
本
と
の
異
同
状
況
を
一
覧
し
、
箇
々
に
検
討
し
て
み
た
い
（
通
覧
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
先
に
翻
刻

文
を
付
し
た
。
和
歌
は
す
べ
て
三
行
書
で
、
改
行
箇
所
に
「
／
」
を
付
し
て
示
し
た
→
原
文
は
一
首
毎
に
一
行
分
弱
の
空
白
が
あ
る
）
。

⑴
〈
翻
刻
本
文
〉

　

225
な
か
む
ら
ん
を
な
し
く
も
ゐ
を
／
な
か
む
る
は
お
も
ひ
も
を
な
し
／
お
も
ふ
な
る
ら
ん

　

226
い
ふ
せ
く
も
こ
ゝ
ろ
に
も
の
を
／
な
や
む
か
な
や
よ
や
い
か
に
と
ゝ
ふ
／
人
も
な
み

　

227
お
も
ふ
ら
ん
こ
ゝ
ろ
の
ほ
と
や
ゝ
／
よ
い
か
に
ま
た
み
ぬ
人
の
き
／
き
か
な
や
ま
む

　
〈
異
同
一
覧
〉

　

225
③2483  

な
か
む
る
は
（
良
古
陽
尾
池
御
肖
日
伏
穂
保
高
〔
平
大
岩
横
〕
飯
三
正
）
―
な
か
む
れ
は
（
麦
阿
天
〔
七
大
彦
〕
米
）
・
な

か
む
れ＄

る

は
（
国
）
・
詠
る
も＄

を

（
前
→
傍
＄
は
）

　

225
⑤2486  

お
も
ふ
な
る
ら
ん
（
良
）
―
思
な
る
ら
ん
（
肖
飯
）
・
思
ひ
な
る
ら
む
（
古
〔
横
〕
正
）
・
思
ひ
な
る
ら
ん
（
伏
）
・
思
ひ
成

ら
ん
（
保
）
・
お
も
ひ
な
る
ら
ん
（
麦
阿
陽
池
国
日
三
）
・
思
ひ
な
る
ら＄

へ

しん
（
前
）
・
思
な
る
へ
し
（
天
米
）
・
思
ひ
な
る
へ
し

（
高
尾
御
〔
七
平
大
彦
岩
〕
）

　

226
③2513  

な
や
む
か
な
（
良
古
麦
阿
尾
陽
池
国
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
三
米
正
）
・
な
や
む
哉
（
肖
）
・
な
や
ん
か
な

（
御
）
―
な
か
む
か
な
（
天
）

　

226
④2514  

や
よ
や
（
良
古
尾
陽
池
御
国
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
三
米
正
）
―
や
よ
ひ
（
麦
）
・
や
と
や
（
阿
）
・
や
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は
＄
よ
や

（
前
）

　

226
⑤2516  

ゝ
（
と
）

ふ
（
良
古
陽
池
伏
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
三
）
・
と
ふ
（
麦
阿
尾
御
国
肖
日
保
前
高
天
米
正
）
―
い
ふ
（
穂
）

　

226
⑤2518 
な
み
（
良
古
麦
阿
尾
陽
池
御
国
肖
日
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
三
米
正
）
―
な
さ
（
伏
）

　

227
②2565 
※
こ
ゝ
ろ
の
（
良
尾
池
日
伏
高
〔
横
〕
飯
三
米
）
・
心
の
（
麦
阿
陽
御
国
肖
穂
保
前
天
正
）
―
こ
ゝ
ろ＋

の

（
古
）

　

227
②2566 

ほ
と
や
（
良
古
麦
阿
尾
陽
池
国
日
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
三
米
正
）
・
程
や
（
肖
）
―
う
ち
よ
（
穂
）

　

227
⑤2572  

～3

き
き
か
な
や
ま
む
（
良
）
・
き
ゝ
か
な
や
ま
む
（
古
尾
国
日
保
高
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
三
米
正
）
・
き
ゝ
か
な
や
ま
ん

（
麦
阿
御
穂
前
天
飯
）
―
き
ゝ
や
な
や
ま
ん
（
池
）
・
き
ゝ

か
や
＆
か

な
や
ま
ん
（
肖
）
き
ゝ
か
な
や
さ＝

ま

む
（
伏
）

　

⑴
は
「
明
石
」
を
書
写
内
容
と
す
る
が
、
同
巻
は
古
筆
切
資
料
を
除
き
別
本
と
分
類
さ
れ
る
伝
本
を
持
た
な
い
巻
と
さ
れ
る

）
19
（

。
異
同
を

通
覧
し
て
み
て
も
、
こ
の
浄
照
坊
蔵
切
の
系
統
を
判
別
す
る
よ
う
な
材
料
に
乏
し
く
、
一
応
独
自
異
文
と
な
る

225
⑤
「
お
も
ふ
な
る
ら
ん
」

も
、
「
思
な
る
ら
ん
」
（
肖
柏
本
・
飯
島
本
）
の
よ
う
な
表
記
が
先
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
お
も
ふ
」
と
ひ
ら
い
た
結
果
生
じ
た
異
文
と
理

解
さ
れ
る
。

225
③
「
な
か
む
る
は
」
―
「
な
か
む
れ
は
」
、

227
「
き
ゝ
か
」
―
「
き
ゝ
や
」
の
異
同
も
、
大
勢
を
占
め
る
側
に
属
し
て
お
り
、

当
該
切
の
範
囲
で
は
特
徴
的
な
本
文
を
持
た
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

⑵
〈
翻
刻
本
文
（
□
は
虫
損
箇
所
）
〉

　

338
□
な
人
も
た
れ
を
と
ふ
と
か
／
お
ほ
し
ま
の
う
ら
か
な
し
け
に
／
こ
ゑ
の
き
こ
ゆ
る

　

339
こ
し
か
た
も
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
／
お
き
に
い
て
ゝ
あ
は
れ
い
つ
こ
と
／
君
を
こ
ふ
ら
ん

　

340
君
に
も
し
こ
ゝ
ろ
た
か
は
ゝ
／
□
つ
ら
な
る
か
ゝ
み
の
か
み
も
／
□
け
て
ち
か
は
ん



伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
「
源
氏
集
」
の
性
格

19

　

341
と
し
を
へ
て
い
の
る
こ
ゝ
ろ
の
／
た
か
ひ
な
は
か
ゝ
み
の
神か

け

を
つ
ら
／
し
と
や
み
ん

　

342
う
き
し
ま
を
こ
き
は
な
れ
て
／
も
ゆ
く
か
た
や
い
つ
く
と
ま
り
と
／
し
ら
す
も
あ
る
哉

　
〈
異
同
一
覧
〉

　

338
①0249  
※
□
な
人
も
（
良
）
―
ふ
な
人
も
（
古
陽
国
尾
池
御
肖
日
伏
高
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
米
正
風
）
・
舟
人
も
（
保
麦
前
天

三
）
・
船
人
も
（
阿
穂
）
・
ナ
シ
（
平
→

338
落
丁
〈
以
下
省
略
〉
）

　

338
③0252 

お
ほ
し
ま
の
（
良
古
保
国
麦
阿
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
風
）
―
お
ほ
し
ま
を
（
陽
）

　

338
④0253  

う
ら
か
な
し
け
に
（
良
古
国
麦
阿
尾
池
日
伏
穂
前
高
天
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
風
）
・
浦
か
な
し
け
に
（
御
）
―
う

ら
か
な
し
く
け
に
（
保
）
・
う
ら

か
＝
ス
ム

な
し
け
に
（
肖
）

　

339
①0256  

※
こ
し
か
た
も
（
良
古
陽
国
保
麦
阿
尾
池
御
肖
日
伏
前
高
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
・
こ
し
方
も
（
穂
）
―
こ
し
か

た
の＄

も

（
天
）
・
ナ
シ
（
平
→

339
落
丁
〈
以
下
省
略
〉
）

　

339
③0259  

お
き
に
（
良
古
保
麦
阿
尾
池
御
肖
日
高
天
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
・
を
き
に
（
陽
伏
穂
）
―
浦
に
（
国
）
・
奥
に

（
前
）

　

339
④0262  

い
つ
こ
と
（
良
陽
国
保
）
―
い
つ
く
に
（
古
肖
日
前
三
米
正
）
・
い
つ
く
と
（
麦
阿
尾
御
穂
高
天
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
）
・

い
つ
こ＝

く
に
イと

（
池
）
・
い
つ
く
と＄

に

（
伏
）

　

340
①0938 

も
し
（
良
古
陽
国
麦
阿
尾
池
御
肖
伏
前
高
天
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
―
し
も
（
保
穂
）
・
し＝

も
し
イも

（
日
）

　

340
③0941  

※
□
つ
ら
な
る
（
良
）
―
ま
つ
ら
な
る
（
古
陽
国
保
尾
池
肖
日
伏
穂
前
高
平
〔
七
平
鳳
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
・
松
ら
な
る

（
麦
）
・
松
浦
な
る
（
阿
天
大
）
・

桜
＝
ま
つ
ら

な
る
（
御
）

　

340
④0942  

※
か
ゝ
み
の
（
良
古
陽
国
保
麦
阿
尾
池
日
伏
高
天
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
・
鏡
の
（
肖
前
）
―
か＋

か

み
の
（
御
）
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340
④0943  

か
み
も
（
良
）
―
か
み
を
（
陽
尾
池
高
平
飯
）
・
神
を
（
古
保
麦
阿
御
肖
日
伏
穂
前
天
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
三
米
正
）
・
神
に

（
国
）

　

340
⑤0944 
※
□
け
て
（
良
）
―
か
け
て
（
古
陽
国
保
麦
阿
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）

　

341
④0977  
神か

け

を
（
良
）
―
神
も
（
陽
）
・
神
を
（
古
国
麦
阿
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
米
正
）
・
か
み
を
（
保
天
平

三
）

　

342
②1153 

※
こ
き
は
な
れ
て
も
（
良
古
陽
国
保
麦
阿
尾
池
御
肖
日
伏
前
高
天
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
―
こ
き
離
も
（
穂
）

　

342
③1154  

～5

ゆ
く
か
た
や
（
良
古
麦
尾
御
日
高
天
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
米
）
・
ゆ
く
方
や
（
穂
）
・
行
か
た
や
（
三
正
）
・
行
方

や
（
陽
国
）
―
ゆ
き＝

く

か
ふ＝

た

や
（
保
）
・
ゆ＝

行

方

や

き
か
ふ
や
（
伏
）
・
ゆ
く

か
△
＆
か

た
や
（
池
）

　

342
④1156 

い
つ
く
（
良
古
麦
阿
池
肖
日
穂
前
米
正
）
―
い
つ
こ
（
陽
国
保
尾
御
伏
高
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
）
・
い
つ
く＄

こ

（
天
）

　

342
⑤1158 

※
し
ら
す
も
（
良
古
陽
国
保
麦
阿
尾
気
御
日
伏
前
高
天
平
〔
七
平
鳳
大
洋
野
〕
飯
三
米
正
）
―
し
ら
す
（
穂
）

　

⑵
の
冷
泉
家
切
は
保
存
状
態
が
悪
く
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
虫
食
い
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
異
同
と
し
て
は
扱
わ
ず
、
※

を
付
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。
有
意
の
異
同
の
内
で
は
、

340
④
「
か
み
も
」
―
「
か
み
の
」
、

341
④
「
神か

け

を
」
―
「
神
も
（
陽
）
・
神
を
（
諸

本
）
」
が
注
目
さ
れ
る
が
、
前
者
本
文
と
後
者
の
異
本
注
記
本
文
は
今
の
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
の
独
自
異
文
で
あ
る
。

　

他
の
異
同
で
は

339
④
「
い
つ
こ
と
（
古
本
系
別
本
）
」
―
「
い
つ
く
に
（
定
家
本
）
・
い
つ
く
と
（
非
古
本
系
別
本
・
河
内
本
）
」
が
対
立

し
て
お
り
、
当
該
切
は
陽
明
文
庫
本
・
国
冬
本
・
保
坂
本
と
い
っ
た
古
本
系
別
本
と
一
致
す
る
（
定
家
本
と
河
内
本
本
文
も
対
立
し
、
河

内
本
は
古
本
系
別
本
と
親
和
性
を
持
つ
）
。

342
④
「
い
つ
く
（
非
古
本
系
別
本
・
定
家
本
）
」
―
「
い
つ
こ
（
古
本
系
別
本
・
河
内
本
）
」
で

も
非
古
本
系
別
本
で
あ
る
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
古
本
系
別
本
の
陽
明
文
庫
本
・
国
冬
本
・
保
坂
本
が
対
立
す
る
が
、
当
該
切
は
こ
ゝ
で
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は
非
古
本
系
伝
本
・
定
家
本
と
一
致
す
る
。
当
該
切
「
玉
鬘
」
の
本
文
は
、
そ
の
独
自
異
文
の
あ
り
よ
う
か
ら
は
別
本
と
す
る
ほ
か
な
い

が
、
陽
明
文
庫
本
な
ど
の
古
本
系
別
本
と
も
別
系
統
で
、
河
内
本
に
吸
収
・
利
用
さ
れ
た
本
文
（
こ
れ
も
古
本
系
別
本
の
一
系
統
）
と
も

違
っ
た
系
統
の
伝
本
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

⑶
〈
翻
刻
本
文
〉

　

403
か
す
な
ら
は
い
と
ひ
も
せ
ま
し
／
な
か
つ
き
に
い
の
ち
を
か
く
る
／
ほ
と
そ
は
か
な
き

　
〈
異
同
一
覧
〉

　

403
①1426  

※
か
す
な
ら
は
（
良
古
麦
阿
東
尾
陽
池
御
肖
善
日
穂
高
天
平
〔
鳳
岩
〕
飯
三
正
）・
数
な
ら
は
（
米
）
―
か
す
な
ら
ぬ＄

ハ

（
伏
）・

数＄

か

な

ら

す

は

な
ら
は
（
前
→
傍
「
＄
数
な
ら
は
」
）
・
か
△
な
ら
は
（
大
）

　

403
②1427  

～8

い
と
ひ
も
せ
ま
し
（
良
古
麦
国
尾
陽
池
御
肖
善
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
鳳
大
岩
〕
飯
三
米
正
）
―
い
と
ひ
し
も
せ
し
（
保

東
）
・
い
と
ひ
も
せ＝

す
へ
き
イ

ま
し
（
阿
）

　

403
④1430 

い
の
ち
を
（
良
麦
保
国
尾
池
御
肖
善
日
伏
穂
高
平
飯
三
正
）
・
命
を
（
古
阿
東
陽
前
天
〔
鳳
大
岩
〕
）
―
い
の
ち
に
（
米
）

　

403
④1431 

か
く
る
（
良
古
麦
保
阿
東
尾
陽
池
御
肖
善
日
伏
穂
前
高
平
〔
鳳
大
岩
〕
飯
三
米
正
）
―
か
ゝ
る
（
国
）
・
か
へ
る
（
天
）

　

403
⑤1433 

※
は
か
な
き
（
良
古
麦
保
国
阿
東
尾
陽
池
御
肖
善
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
鳳
大
岩
〕
飯
三
米
正
）
―
か＄

＄
＋
は
かな

し＆

な

きき
（
前
）

　

⑶
の
本
文
は
、
系
統
と
し
て
対
立
す
る
異
同
を
持
た
ず
、
系
統
判
別
の
材
料
と
は
な
ら
な
い
。

⑷
〈
翻
刻
本
文
〉



22

　

417
な
と
て
か
く
は
い
あ
ひ
か
た
き
／
む
ら
さ
き
を
こ
ゝ
ろ
に
ふ
か
く
／
お
も
ひ
そ
め
け
ん

　

418
い
か
な
ら
ん
い
ろ
と
も
し
ら
ぬ
／
む
ら
さ
き
を
心
し
て
こ
そ
人
は
／
そ
め
け
れ

　

419
こ
ゝ
の
へ
に
か
す
み
へ
た
て
は
む
／
め
の
は
な
た
ゝ
か
は
か
り
も
に
／
ほ
ひ
こ
し
と
や

　

420
か
は
か
り
は
か
せ
に
も
つ
て
に
／
は
な
の
え
に
た
ち
な
ら
ふ
へ
／
き
に
ほ
ひ
な
く
と
も

　

421
か
き
た
れ
て
の
と
け
き
こ
ろ
の
／
は
る
さ
め
に
ふ
る
さ
と
人
を
／
い
か
に
し
の
ふ
や

　
〈
異
同
一
覧
〉

　

417
②3179  

※
は
い
あ
ひ
か
た
き
（
良
善
池
）
・
は
ひ
あ
ひ
か
た
き
（
古
保
麦
阿
国
尾
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
三

米
正
）
・
は
ゐ
あ
ひ
か
た
き
（
陽
飯
）

　

417
③3180  

※
む
ら
さ
き
を
（
良
古
陽
保
麦
阿
国
善
尾
御
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
飯
三
米
）
・
紫
を
（
正
）
・
紫＼

〈
朱
合
点
〉

を

（
肖
）
―
む
ら
さ＝

△
△
△
△
〈
朱
〉

き

を
（
池
）

　

418
②3205  

い
ろ
と
も
（
良
保
善
尾
御
日
伏
高
）
・
色
と
も
（
古
陽
麦
阿
国
池
肖
穂
前
天
平
〔
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
飯
三
米
正
）
―
色
に
も

（
七
）

　

419
②3370  

か
す
み
（
良
古
陽
保
阿
国
善
池
御
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
飯
三
米
正
物
風
）
・
霞
（
肖
）
―
数
み
（
麦
）
・

か
す
め
（
尾
）

　

419
③3372  

～3

む
め
の
は
な
（
良
保
善
尾
池
日
高
天
平
久
物
）
・
む
め
の
花
（
陽
御
穂
）
・
梅
の
は
な
（
古
国
伏
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕

飯
）
・
梅
の
花
（
前
三
米
正
）
・
う
め
の
は
な
（
風
）
―
梅
花
（
阿
肖
）
・
桜
花
（
麦
）

　

419
⑤3376  

に
ほ
ひ
（
良
古
陽
保
麦
阿
国
善
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
飯
三
米
正
久
物
風
）
・
匂
ひ
（
古
〔
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
）
―
に
ほ

へ
（
七
）
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420
①3405  

か
は
か
り
は
（
良
古
陽
保
麦
阿
善
尾
御
肖
日
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
三
米
正
）
・
香
は
か
り
は
（
国
）
―

か…

△

＆

か

は

か

り

は
か
り
は
（
池
）
・
か
は
か
り
を
（
伏
為
）

　

420
②3406  
か
せ
に
も
（
良
陽
善
尾
伏
高
平
飯
）
・
風
に
も
（
古
保
麦
国
池
御
肖
日
伏
穂
前
天
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
三
米
正
）
―
風
に

（
阿
）

　

420
②3407  

つ
て
に
（
良
）
―
つ
て
よ
（
古
陽
保
麦
国
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
平
〔
七
鳳
兼
岩
横
為
〕
飯
三
正
）
・
つ

て
＝
け
イ

よ
（
阿
）
・
つ

け
よ
（
天
大
米
）
・
つ
て
よ＝

む

（
善
）

　

420
③3408  

～9

※
は
な
の
え
に
（
良
古
陽
保
尾
日
穂
高
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
）
・
花
の
え
に
（
麦
阿
国
善
池
御
肖
伏
前
天
飯
三
米

正
）
―
花
え
に
（
穂
）

　

420
⑤3412 

※
な
く
と
も
（
良
古
陽
麦
阿
国
善
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
飯
三
米
正
）
―
な
く
と
ん
（
保
）

　

421
①3615 

か
き
た
れ
て
（
良
古
陽
保
麦
阿
国
善
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
為
〕
飯
三
米
正
風
）
―
△
き
く
れ
て
（
横
）

　

421
②3617  

こ
ろ
の
（
良
陽
保
尾
池
御
肖
日
伏
高
天
平
飯
三
米
）
・
比
の
（
古
麦
阿
国
前
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
正
風
）
―
程
の
（
穂
）
・

ほ＝

こ

ろと
の
（
善
）

　

421
⑤2620 

い
か
に
（
良
古
陽
保
麦
阿
国
善
尾
池
御
肖
日
伏
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
兼
岩
横
為
〕
飯
三
米
正
風
）
―
い
か
ゝ
（
穂
）

　

⑷
で
は
、

420
②
「
つ
て
に
」
―
「
つ
て
よ
（
諸
本
）
・
つ
け
よ
・
つ
て
む
」
と
い
っ
た
本
文
が
対
立
す
る
が
、
当
該
切
の
独
自
異
文
で
あ

る
「
つ
て
に
」
で
は
文
意
が
安
定
せ
ず
、
「
よ
（
与
）
」
を
「
に
（
尓
）
」
と
読
み
＝
書
き
誤
っ
て
生
じ
た
異
文
と
理
解
さ
れ
る
（
「
つ
け
よ
」

も
「
て
（
天
）
」
を
「
け
（
介
）
」
と
読
み
＝
書
き
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
そ
の
ほ
か
の
異
同
は
概
ね
僅
少
異
同
を
持
つ
の
み
で
あ
り
、

当
該
切
の
本
文
は
諸
本
と
一
致
し
て
お
り
、
系
統
判
別
の
材
料
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
当
該
切
「
真
木
柱
」
の
本
文
系
統
は
不
明
と
せ
ざ
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る
を
得
な
い
。

⑸
〈
翻
刻
本
文
〉

　

433
心
あ
り
て
風
の
よ
く
な
る
は
な
／
の
え
に
と
り
あ
へ
ぬ
ま
て
ふ
き
／
や
よ
る
へ
き

　

434
か
す
み
た
に
月
と
は
な
と
を
／
へ
た
て
す
は
ね
く
ら
の
と
り
も
／
ほ
こ
ろ
ひ
な
ま
し

　

435
は
な
の
か
ほ
え
な
ら
ぬ
袖
に
／
う
つ
し
も
て
こ
と
あ
や
ま
り
と(

に)

／
い
も
や
と
か
め
ん

　
〈
異
同
一
覧
〉

　

433
①0764  

心
あ
り
て
（
良
古
陽
阿
国
三
池
肖
日
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
正
）
・
こ
ゝ
ろ
あ
り
て
（
保
尾
甲
伏
穂
飯
米
）
・
心
有

て
（
麦
）
―
心
あ

て
＆
り
＝
り

に
＆
て
＝
て

（
御
）

　

433
②0765  

※
風
の
（
良
古
陽
麦
阿
国
尾
池
御
肖
日
伏
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
米
正
）
・
か
せ
の
（
三
甲
穂
飯
）
―
か
せ
も＝

の

（
保
）

　

433
②0766  

よ
く
な
る
（
良
）
―
よ
く
め
る
（
古
保
麦
阿
国
三
尾
池
御
甲
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
飯
米
正
）
・
よ
こ＄

く

め
る
（
陽
）

　

433
③0768  

え
に
（
良
保
甲
）
―
木
に
（
古
陽
麦
阿
国
三
池
御
日
穂
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
米
）
・
き
に
（
尾
肖
前
高
飯
正
）
・
え
た

に
（
伏
）

　

434
③0779  

※
へ
た
て
す
は
（
良
古
陽
保
麦
阿
国
三
尾
池
御
甲
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
米
正
）
―
へ
た
す
は
（
飯
）

　

434
④0781  

※
と
り
も
（
良
陽
保
尾
池
御
甲
日
穂
高
天
飯
）
・
鳥
も
（
古
麦
阿
国
三
肖
伏
前
平
〔
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
米
正
）
―
△
△
も

（
天
）
・
鳥
の＄

も
（
七
）
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434
⑤0782  

ほ
こ
ろ
ひ
な
ま
し
（
良
古
保
阿
三
尾
池
御
甲
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
飯
米
正
）
―
ほ＝

か

く

ろ

へ

な

こ
ろ
ひ
な
ま
し

（
陽
）
・
ほ
こ
ろ＋

ひ

な
ま
し
（
麦
）
・
を
と
ろ
き
な
ま
し
（
国
）

　

435
①0806  
※
か
ほ
（
良
甲
）
・
か
を
（
陽
保
麦
阿
国
三
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
平
飯
）
・
香
を
（
古
天
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
米
正
）
―

え＄
か

を
（
御
）

　

435
②0807  

え
な
ら
ぬ
（
良
古
保
麦
阿
国
三
尾
御
甲
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
飯
米
正
）
・
え＼

〈
朱
合
点
〉

な
ら
ぬ
（
肖
）
―
な
ら
は

ぬ
（
陽
）
・
な＋

え

ら
ぬ
（
池
）

　

435
③0809  

う
つ
し
も
て
（
良
古
保
麦
阿
国
三
尾
池
御
甲
肖
日
伏
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
横
桃
〕
飯
米
正
）
―
う
つ
し
て
も
（
陽
穂
岩
）・

う
つ
し
も
て
も＄

（
御
）

　

435
④0810  

こ
と
あ
や
ま
り
とに

（
良
）
―
こ
と
あ
や
ま
り
と
（
古
保
国
三
尾
池
御
肖
日
穂
前
高
天
平
〔
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
飯
米
正
）
・
事

あ
や
ま
り
と
（
陽
甲
伏
）
・
こ
と
あ
や
ま
り
に
（
麦
阿
七
）

　

435
⑤0811 

※
い
も
や
（
良
古
陽
保
麦
阿
国
三
尾
池
御
甲
肖
日
伏
穂
前
高
天
平
〔
七
大
鳳
甘
岩
横
桃
〕
飯
米
正
）
―

妹
＝
い
も

や
（
平
）

　

⑸
で
は
、

433
②
「
よ
く
な
る
」
―
「
よ
く
め
る
（
諸
本
）
」
が
対
立
し
、
当
該
切
本
文
は
独
自
異
文
と
な
る
。
「
な
り
」
も
「
め
り
」
も

大
意
は
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
ゝ
は
伝
聞
推
定
で
あ
る
「
な
り
」
よ
り
も
視
覚
推
量
で
あ
る
「
め
り
」
の
方
が
相
応
し
い
場
面
で
は
あ
ろ
う
。

433
③
「
え
に
（
良
保
甲
）
」
―
「
木
に
（
諸
本
）
」
の
対
立
は
重
要
で
あ
り
、
当
該
切
は
別
本
中
の
保
坂
本
・
甲
南
女
子
大
本

）
20
（

に
一
致
す
る
。

435
④
「
こ
と
あ
や
ま
り
とに

」
で
は
、
異
本
注
記
本
文
が
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
・
七
毫
源
氏
と
の
み
一
致
し
て
お
り
、
七
毫
源
氏
は
別
と
し

て
非
古
本
系
別
本
に
共
通
す
る
「
こ
と
あ
や
ま
り
に
」
と
あ
る
本
文
の
ル
ー
ツ
が
鎌
倉
初
期
頃
ま
で
遡
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
か
ら
は
、

当
該
切
「
梅
枝
」
の
本
文
は
保
坂
本
・
甲
南
女
子
大
本
に
近
し
い
古
本
系
別
本
の
系
統
と
判
断
さ
れ
る
。
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以
上
、
僅
か
七
葉
の
、
し
か
も
和
歌
本
文
の
み
の
検
討
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
末
摘
花
」
「
澪
標
」
「
玉
鬘
」
「
梅
枝
」
の
本
文
は
、

別
本
と
分
類
さ
れ
る
系
統
の
本
文
を
持
つ
親
本
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
ゞ
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

抑
も
定
家
本
・
河
内
本
自
体
が
存
在
し
な
い
時
代
の
書
写
に
か
ゝ
る
本
切
の
系
統
分
類
は
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
が
、

鎌
倉
初
期
頃
の
堂
上
貴
顕
の
あ
い
だ
に
通
行
し
て
い
た
本
文
の
様
態
を
知
る
一
端
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
詞
書
や
作
者

注
記
も
な
く
和
歌
本
文
の
み
で
『
源
氏
物
語
』
を
享
受
で
き
る
読
者
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
こ
う
し
た
遺
品
の
存
在
は
、
平
安

末
～
鎌
倉
初
期
に
お
け
る
物
語
の
享
受
者
層
と
そ
の
あ
り
よ
う
を
想
像
さ
せ
る
点
で
も
貴
重
な
も
の
と
考
え
る
。
更
な
る
ツ
レ
の
出
現
に

期
待
し
た
い
。

〈
注
〉

（
1
） 「
源
氏
集
」
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
田
中
登
「
『
源
氏
集
』
の
種
々
相
」
（
森
一
郎
・
岩
佐
美
代
子
・
坂
本
共
展
編
『
源
氏
物
語
の
展
望
』
第
六
輯
〔
三

弥
井
書
店
、
平
成
二
十
一2009

年
十
月
〕
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
2
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻
「
物
語　

物
語
注
釈
一
」
（
講
談
社
、
平
成
四1992

年
六
月
）
。

（
3
） 「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
（
角
川
書
店
、
昭
和
六
十
二1987

年
四
月
）

421
「
源
氏
物
語
」
（
今
井
源
衛
担
当
）

に
依
る
（
以
下
、
「
大
観
」
と
略
記
）
。

（
4
） 

池
田
龜
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
一
冊
「
校
異
篇
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
九1984

年
十
月
普
及
版
初
版
→
以
下
、
第
二
冊
〔
同
十
一
月

刊
〕
・
第
三
冊
〔
同
十
二
月
刊
〕
を
使
用
）
に
依
る
（
以
下
、
「
大
成
」
と
略
記
し
、
漢
数
字
は
頁
、
算
用
数
字
は
行
を
示
す
）
。

（
5
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
二
巻
「
若
紫
～
花
宴
」
（
桜
楓
社
、
平
成
元1989

年
六
月
）
、
同
『
源
氏
物
語
別
本
集
成

続
』
第
第
二
巻
「
若
紫
～
花
宴
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
七2005

年
十
一
月
）
に
依
る
（
以
下
、
「
別
本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
と
略
記
）
。
以
下
、



伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
「
源
氏
集
」
の
性
格

27

本
稿
で
は
「
別
本
集
成
」
第
四
巻
「
明
石
～
絵
合
」
（
桜
楓
社
、
平
成
三1991

年
一
月
）
・
第
六
巻
「
玉
鬘
～
篝
火
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
五1993

年
九
月
）
、
第
七
巻
「
野
分
～
梅
枝
」
（
同
六1994

年
十
月
）
、
「
別
本
集
成
続
」
第
四
巻
「
明
石
～
絵
合
」
（
同
十
九2007

年
六
月
）
・
第
六
巻
「
玉

鬘
～
篝
火
」
（
同
二
十
一2009

年
七
月
）
、
第
七
巻
「
野
分
～
梅
枝
」
（
同
二
十
二2010

年
六
月
）
の
各
本
を
使
用
し
た
。

（
6
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
叢
書
第
八
十
三
巻
『
大
鏡　

文
選　

源
氏
和
歌
集　

拾
遺
㈠
』
（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
二
十2008

年
十
二
月
）
所
収
の
「
源
氏

和
歌
集
上
・
解
題
（
岩
坪
健
）
」
参
照
。

（
7
） 

寺
本
直
彦
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
続
編
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
九1984

年
一
月
）
第
一
部
「
平
安
期
・
鎌
倉
初
期
和
歌
と
源
氏
物
語
」
第
四
章

「
平
安
末
期
歌
壇
に
お
け
る
源
氏
物
語
」
第
四
節
「
後
徳
大
寺
左
大
臣
実
定
と
源
氏
物
語
」
二
「
「
源
氏
集
」
に
関
す
る
実
定
と
俊
成
と
の
贈
答
歌
」
・

三
「
「
源
氏
集
」
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
8
） 「
古
筆
学
大
成
」
図

341
は
、
現
在
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
が
、
旧
蔵
者
に
よ
る
丁
寧
な
論
考
が
あ
る
（
佐
佐
木
忠
慧
『
国
文
学
古
筆
の

考
察
』
〔
青
簡
社
、
平
成
二
十
三2011
年
三
月
〕
第
七
章
「
源
氏
物
語
の
古
筆
切
」
二
九
「
伝
西
行
筆
源
氏
切　

い
ろ
〳
〵
に
」
）
。

（
9
） 

本
稿
で
校
異
に
用
い
た
諸
本
の
略
号
・
略
称
及
び
校
異
記
号
は
以
下
の
通
り
（
利
用
元
の
資
料
の
略
号
を
改
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
料
末

尾
に
「
→
」
と
し
て
元
の
略
号
を
示
し
た
。
同
一
資
料
は
「
別
本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
の
翻
刻
を
優
先
し
て
用
い
た
が
、
同
書
が
用
い
な
か
っ
た

巻
に
つ
い
て
は
、
他
資
料
を
用
い
た
ゝ
め
、
重
複
し
て
掲
げ
た
も
の
が
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
の
翻
刻
本
文
が
「
別
本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
で
一
致

し
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
陽
明
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
試
験
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
っ
た
が
、
一
々
の
注
記
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
同
書

中
、
御
物
本
・
伏
見
天
皇
本
に
つ
い
て
は
、
『
御
物　

各
筆
源
氏
』
〔
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
六
十
一1986

年
十
二
月
〕
「
梅
枝
」
及
び
吉
田
幸
一
編

『
源
氏
物
語　

四
』
〔
古
典
文
庫
第
五
三
九
冊
、
平
成
三1991

年
十
月
〕
の
影
印
を
参
照
し
た
部
分
が
あ
る
）
。
「
別
本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
が
採

ら
な
か
っ
た
河
内
本
諸
本
に
つ
い
て
は
、
加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』
（
風
間
書
房
、
平
成
十
三2001

年
二
月
）
に
依
っ
た
が
、

同
書
で
本
文
表
記
が
確
定
し
な
い
箇
所
は
〔　

〕
を
付
し
て
示
し
た
（
「
大
成
」
に
依
っ
た
横
山
本
・
桃
園
文
庫
本
・
伝
藤
原
為
家
本
や
明
融
本
〔
澪

標
〕
も
同
様
）
。
飯
島
本
は
池
田
和
臣
編
・
解
説
『
飯
島
本
源
氏
物
語
』
第
二
巻
（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
一2009

年
一
月
）
、
同
第
三
巻
（
同
二
月
）
、

同
第
四
巻
（
同
三
月
）
、
同
第
五
巻
（
同
五
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。
米
国
議
会
本
は
国
立
国
語
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
る
「
米
国
議
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会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
」
、
三
条
西
家
本
は
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
、
大
正
大
学
本

は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
「
Ｏ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（
扱
う
資
料
の
性
質
上
、
正
徹
本
等
に
つ
い
て

は
敢
え
て
省
略
し
た
）
。
角
屋
本
（
末
摘
花
）
は
加
藤
洋
介
「
角
屋
保
存
会
蔵　

源
氏
物
語
末
摘
花
巻
―
解
題
と
影
印
・
翻
刻
―
」
（
『
角
屋
研
究
』
第

18
号
、
平
成
二
十
一2009

年
二
月
）
所
収
の
影
印
及
び
翻
刻
に
依
る
。
明
融
本
（
澪
標
）
は
、
関
西
大
学
文
学
部
加
藤
洋
介
研
究
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
公
開
さ
れ
る
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）
」
に
依
っ
た
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
源
氏
和
歌
集
』
は
前
掲
注
（
6
）
所
収
の
影
印
、
『
物
語
二

百
番
歌
合
』
は
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
14
『
物
語
二
百
番
歌
合　

風
葉
和
歌
集
桂
切
』
（
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
五
十
五1980

年
八
月
〔
池
田
利

夫
解
説
〕
）
、
所
収
の
影
印
に
依
り
、
『
風
葉
和
歌
集
』
は
久
曽
神
昇
・
樋
口
芳
麻
呂
・
藤
井
隆
共
編
『
物
語
和
歌
総
覧
本
文
編
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
四

十
九1974

年
六
月
）
所
収
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
一
五
一･

四
三
〕
本
翻
刻
に
依
っ
た
。

       

《
校
異
略
号
・
略
称
等
》

 

良　

伝
後
京
極
良
経
筆
小
巻
物
切
源
氏
集　
　
　
　
　
　
　
　

三　

三
条
西
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

 

米　

米
国
議
会
本
（
米
国
議
会
図
書
館
蔵
）　　
　
　
　
　
　

正　

大
正
大
学
本
（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
）

 

飯　

飯
島
本
（
書
芸
文
化
院
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
）　　
　

角　

角
屋
本
（
角
屋
保
存
会
蔵
・
末
摘
花
）

 

明　

伝
明
融
等
筆
本
（
実
践
女
子
大
学
蔵
→
澪
標
）　　
　
　

冷　

源
氏
和
歌
集
（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
・
末
摘
花
）

 

物　

物
語
二
百
番
歌
合
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
→
真
木
柱
）　　
　

風　

風
葉
和
歌
集
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
→
玉
鬘
・
真
木
柱
）

       

〈
以
下
、
「
別
本
集
成
」
及
び
「
別
本
集
成
続
」
に
依
る
〉

 

古　

大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陽　

陽
明
文
庫
本
（
陽
明
文
庫
蔵
）

 

御　

御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
・
各
筆
源
氏
）　　
　
　
　
　

阿　

阿
里
莫
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

尾　

尾
州
家
河
内
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　

麦　

麦
生
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

東　

東
大
本
（
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）　　
　
　
　
　
　

保　

保
坂
本
（
文
化
庁
蔵
）

 

国　

国
冬
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善　

善
本
叢
書
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
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池　

池
田
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肖　

肖
柏
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 
日　

日
大
三
条
西
家
本
（
日
本
大
学
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　

伏　

伏
見
天
皇
本
（
古
典
文
庫
）

 
穂　

穂
久
邇
文
庫
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　

前　

前
田
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

 

高　

高
松
宮
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）　　
　
　
　
　

天　

天
理
河
内
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

静　

静
嘉
堂
本
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴　

鶴
見
大
学
本
（
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
）

 

平　

平
瀬
本
（
文
化
庁
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

三
条
西
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
梅
枝
）

 

甲　

甲
南
女
子
大
本
（
甲
南
女
子
大
学
蔵
・
梅
枝
）

       

〈
以
下
、
「
河
内
本
集
成
」
に
依
る
〉

 

七　

七
毫
源
氏
（
東
山
御
文
庫
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

平
瀬
本
（
文
化
庁
蔵
、
末
摘
花
・
明
石
）

 

大　

大
島
河
内
本
（
中
京
大
学
図
書
館
蔵
）　　
　
　
　
　
　

鳳　

鳳
来
寺
本
（
愛
知
県
新
城
市
鳳
来
寺
蔵
）

 

岩　

岩
国
吉
川
家
本
（
吉
川
史
料
館
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　

彦　

彦
根
本
（
彦
根
城
博
物
館
蔵
伝
為
家
本
）

 

甘　

甘
露
寺
親
長
本
（
天
理
図
書
館
蔵
・
梅
枝
→
天
）　　
　

洋　

東
洋
大
学
本
（
東
洋
大
学
図
書
館
蔵
→
東
）

 

兼　

一
条
兼
良
奥
書
本
（
天
理
図
書
館
・
書
陵
部
蔵
）　　
　

野　

河
野
記
念
館
本
（
河
野
信
一
記
念
文
化
館
蔵
・
玉
鬘
）

      

〈
以
下
、
「
大
成
」
に
依
る
〉

 

横　

横
山
本
（
横
山
敬
次
郎
氏
旧
蔵
）　　
　
　
　
　
　
　
　

為　

伝
藤
原
為
家
本
（
前
田
侯
爵
家
蔵
・
真
木
柱
）

 

桃　

桃
園
文
庫
本
（
桃
園
文
庫
蔵
・
梅
枝
）

       

《
校
異
記
号
》

 

＝
（
傍
書
）　

＋
（
補
入
・
記
号
あ
り
）　

±
（
補
入
・
記
号
な
し
）　

＄
（
ミ
セ
ケ
チ
）　

＆
（
な
ぞ
り
）　

△
（
不
明
）

（
10
） 

岡
嶌
偉
久
子
『
源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
二2010
年
五
月
）
第
二
篇
「
別
本
に
お
け
る
麦
生
本
系
諸
本
」
第
一

章
「
阿
里
莫
神
社
旧
蔵
源
氏
物
語
―
『
源
氏
物
語
大
成
』
不
採
用
二
十
六
巻
を
め
ぐ
っ
て
―
」
参
照
。
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（
11
） 

天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
十
四
巻
『
源
氏
物
語
諸
本
集
一
』
（
八
木
書
店
、
昭
和
四
十
八1973

年
十
一
月
）
「
解
題
（
曾
澤
太
吉
）
」
に
依

る
。

（
12
） 「
古
本
系
別
本
」
「
非
古
本
系
別
本
」
等
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
「
花
散
里
」
の
性
格
」
（
『
中
京
大
学
文
学

会
論
叢
』
第
10
号
、
令
和
六2024

年
三
月
）
注
（
20
）
参
照
。

（
13
） 

前
掲
注
（
6
）
。

（
14
） 

こ
う
し
た
小
巻
物
を
直
接
手
に
取
っ
て
鑑
賞
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
遺
品
や
用
例
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、『
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
』
「
東
屋
（
一
）
」
（
徳

川
美
術
館
蔵
）
で
は
、
中
の
君
が
浮
舟
に
絵
物
語
を
見
せ
る
場
面
が
描
か
れ
、
絵
冊
子
を
見
る
浮
舟
に
侍
女
の
右
近
が
物
語
の
冊
子
本
を
手
に
取
っ

て
読
み
聞
か
せ
て
い
る
（
ど
ち
ら
も
六
半
本
と
い
う
よ
り
は
や
ゝ
縦
長
で
、
四
半
本
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
型
の
冊
子
と
は
見

え
な
い
→
こ
の
よ
う
に
絵
と
文
が
分
離
し
て
別
冊
子
と
し
て
あ
っ
た
＝
物
語
の
場
面
を
描
い
た
絵
本
が
別
冊
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
が
、
絵
冊
子

に
直
接
詞
書
を
付
し
て
絵
巻
と
し
て
独
立
に
鑑
賞
す
る
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
）
。
『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
（
蜂
須
賀
家
本
）

第
三
段
に
は
、
文
机
の
上
に
巻
子
装
の
「
白
氏
文
集
」
が
拡
げ
て
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
る
が
、
大
振
り
の
巻
子
本
な
ど
は
そ
の
よ
う
に

し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
』
や
『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
は
縦
二
二
㎝
以
内
の
、
巻
子
本
と
し
て
は
思
い
の
外
小

振
り
の
も
の
な
の
で
、
こ
れ
ら
も
手
に
取
っ
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
通
常
の
巻
子
本
が
縦
三
〇
㎝
ほ
ど
な
の
に
対
し
て
、
絵
巻
物

類
は
二
五
㎝
内
外
の
も
の
が
多
く
、
室
町
後
期
に
は
縦
一
〇
～
一
五
㎝
の
源
氏
絵
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
〔
『
日
本
の
美
術
』
第

119
号
・

秋
山
光
和
編
「
源
氏
絵
」
（
至
文
堂
、
昭
和
五
十
一1976
年
四
月
）
参
照
〕
）
。
こ
の
伝
良
経
筆
小
巻
物
切
源
氏
集
は
、
和
歌
す
べ
て
を
収
載
す
る
と

予
想
さ
れ
る
の
で
、
絵
巻
と
対
に
な
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
小
さ
さ
は
、
文
机
な
ど
に
置
く
よ
り
は
、
直
接
手

に
取
っ
て
鑑
賞
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
な
も
の
あ
る
（
物
語
写
本
に
多
い
六
半
＝
枡
形
本
と
い
う
形
状
も
、
用
紙
の
節
約
と
い
う
よ
り
は
、

そ
う
し
た
対
象
者
の
用
途
＝
鑑
賞
方
法
か
ら
選
択
さ
れ
た
形
と
理
解
さ
れ
る
）
。

（
15
） 

近
時
、
京
都
古
書
組
合
発
行
の
目
録
に
「
後
京
極
良
経
」
と
極
め
ら
れ
た
一
葉
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
検
討
対
象
に
加
え
な
か
っ
た
。

詳
し
く
は
購
入
者
の
公
表
を
俟
ち
た
い
。
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（
16
） 

伊
井
春
樹
・
大
坂
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
古
筆
切
集
浄
照
坊
蔵
』
（
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
資
料
研
究
叢
書
1
、
和
泉
書
院
、
昭
和
六
十
三

1988

年
七
月
）
所
収
。

（
17
） 
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
叢
書
第
八
十
四
巻
『
古
筆
切　

拾
遺
（
2
）
』
（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
二
十
一2009

年
二
月
）
古
筆
切
23

「
源
氏
集
」
（
田
中
登
解
題
）
。

（
18
） 

田
中
登
編
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
第
五
集
「
一
四　

後
京
極
良
経　

小
巻
物
切
（
源
氏
集
）
」
（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
二2010

年
九
月
）
。

（
19
） 

別
本
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
断
簡
に
つ
い
て
は
、
高
田
信
敬
「
断
簡
―
―
小
さ
な
窓
か
ら
眺
め
た
『
源
氏
物
語
』
―
―
」
（
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基

礎
知
識
㉙
花
散
里
』
（
国
文
学
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
、
至
文
堂
、
平
成
十
五2003

年
六
月
）
、
田
中
登
・
横
井
孝
編
『
源
氏
物
語　

古
筆
の
世
界
』

（
武
蔵
野
書
院
、
令
和
五2023
年
十
一
月
）

224
～

226
「
西
行
（
明
石
）
①
～
③
」
（
横
井
孝
解
説
）
参
照
。

（
20
） 

保
坂
本
「
梅
枝
」
は
「
松
風
」
以
降
の
鎌
倉
期
書
写
三
十
六
帖
（
「
浮
舟
」
を
欠
く
）
に
属
し
、
「
別
本
集
成
」
正
編
が
陽
明
文
庫
本
に
代
え
て
底
本

と
し
て
用
い
た
古
本
系
別
本
で
あ
る
。
甲
南
女
子
大
本
が
極
め
て
特
異
な
本
文
を
も
つ
古
本
系
別
本
で
あ
る
こ
と
は
、
大
内
英
範
「
伝
為
家
筆
梅
枝

巻
と
そ
の
本
文
」
（
古
代
中
世
文
学
論
考
刊
行
会
編
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
14
集
〔
新
典
社
、
平
成
十
七2005

年
五
月
〕
所
収
）
、
米
田
明
美
解

題
・
翻
刻
『
甲
南
女
子
大
学
蔵　

源
氏
物
語
鎌
倉
古
写
本　

梅
枝
・
紅
葉
賀
』
（
勉
誠
出
版
、
平
成
二
十
二2010

年
三
月
）
「
解
題
」
に
詳
し
い
。


